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０７中数問―１ 

令和７年度長崎県公立学校教員採用選考試験 

 中学数学  

※解答はすべて解答用紙の該当欄に記入すること。ただし、１は答えのみを明記し、１以外は特に指示

がない限りは答えのみではなく、答えに至る過程も明記すること。 

 

 

次の各問いに答えよ。 

 

 

問１ x、yを整数とするとき、５x−３y＝１を満たすx、y を整数nを用いて表せ。 

 

問２ xに関する２次方程式 x2＋２ax＋a＋６＝０ が異なる２つの正の解をもつときの実数aの値の範囲

を求めよ。 

 

問３ ０≦x＜２πのとき、f（x）＝−２cos２x＋４sinx−４の最小値と、そのときのxの値を求めよ。 

 

問４ ２つの整式 P （x）＝３x3＋x2−８x＋４、Q （x）＝x2＋x-２の最大公約数と最小公倍数を求めよ。 

 

問５ ２つのベクトルa
→

、b
→

に対して、｜a
→

｜＝２ ５、｜b
→

｜＝ 10、｜a
→

＋b
→

｜＝５ ２であるとき、 

２つのベクトルa
→

、b
→

のなす角の大きさθを求めよ。ただし、０°≦θ≦１８０°とする。 

 

 

  

１ 



０７中数問―２ 

 

 

次の各問いに答えよ。 

 

 

問１ 4− ３の小数部分をxとするとき、次の式の値を求めよ。 

⑴ x2 −４x＋１ 

⑵ ２x4 −７x3 −x2 −x−３ 

 

問２ 数列｛an｝、｛bn｝について、次の各問いに答えよ。 

⑴ 数列｛an｝は等差数列で、a1＋a3＝１０、a2＋a4＝１４を満たしている。数列｛an｝の一般項anを 

求めよ。 

⑵ 数列｛bn｝は等比数列で、b1＋b3＝１０、b2＋b4＝３０を満たしている。数列｛bn｝の一般項bnを 

求めよ。 

⑶ Sn＝
k＝1

n

 ak・bkとするとき、Snをnの式で表せ。 

 

 

  

２ 



０７中数問―３ 

 

 

 図のように、△ＡＢＣは円Ｏに内接している。ＡＢ＝８、ＢＣ＝７、ＡＣ＝３、∠ＢＡＣの二等分線

と円との交点をＤ、線分ＢＣと線分ＡＤの交点をＥとするとき、次の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

⑴ ∠ＢＡＣの大きさを求めよ。 

⑵ 線分ＢＥの長さを求めよ。 

⑶ 線分ＣＤの長さを求めよ。 

⑷ 線分ＤＥの長さを求めよ。 

⑸ 面積比△ＡＥＣ：△ＢＥＤを求めよ。 

 

  

３ 

Ａ Ｂ 

Ｃ 
Ｄ 

Ｅ 



０７中数問―４ 

 

 

 ＡＢ＝12cm、ＢＣ＝15cm、ＡＤ＝10cm、∠ＡＢＣ＝90°、ＡＤ//ＢＣの台形ＡＢＣＤにおいて、点Ｐ

は毎秒１cmの速さで台形ＡＢＣＤの辺上を、点ＢからＢ→Ｃ→Ｄ→Ａと移動する。点Ｑは毎秒１cm

の速さで台形ＡＢＣＤの辺上を、点ＣからＣ→Ｄ→Ａ→Ｂと移動する。点Ｐ、Ｑが同時に出発して、

x秒後の△ＰＱＢの面積をycm２とする。このとき、次の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

⑴ ＣＤの長さを求めよ。 

⑵ 点Ｑが辺ＣＤ上を移動しているとき、yとxの関係を式で表せ。また、定義域を答えよ。 

⑶ 点Ｑが辺ＡＤ上を移動し、点Ｐが辺ＢＣ上を移動しているとき、yとxの関係を式で表せ。 

また、定義域を答えよ。 

⑷ 点Ｐが辺ＢＣ上を移動しているときの、yとxの関係を表すグラフをかけ。 

⑸ 点Ｐが辺ＣＤ上を移動し、点Ｑが辺ＡＤ上を移動しているとき、y＝
918

13
となる x の値をすべて求め

よ。 

 

 

  

４ 

Ｂ 

Ｑ 

Ｃ 

Ｄ Ａ 
10cm 

12cm 

15cm 
Ｐ 



０７中数問―５ 

 

 

次の各問いに答えよ。 

 

 

問１ １個のサイコロを３回振るとき、１の目がちょうど２回出る確率を求めよ。 

 

問２ １個のサイコロを３回振るとき、１の目が出る回数をＸ回とする。以下の各問いに答えよ。 

⑴ Ｘの平均と分散を求めよ。 

⑵ １の目が出たときには16点、１の目以外の目が出たときには−２点とする。点数の合計をＹと

するとき、Ｙの平均と分散を求めよ。 

 

問３ 次のヒストグラムは、１個のサイコロを20回振ったときのそれぞれの目が出た回数のデータを

まとめたものである。 

 

 

















     

 

 

⑴ ５以上の目が出る相対度数を求めよ。 

⑵ このデータの中央値と四分位範囲を求めよ。 

 

 

 

５ 

（回） 

（サイコロの目） 


